
第
六
十
九
號

第
六
巻

第
十
二
班

カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
観
性
の
問
題
λ
承
前
）岡
野
留
弐
郎

嗣

　
　
一
及
二
に
過
て
カ
ン
ト
が
認
識
客
親
性
の
確
立
に
於
て
取
っ
た
第
「
歩
は
形
而
上
的
演
繹
で

　
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
具
象
的
な
最
も
薩
接
的
な
意
識
其
者
の
先
験
心
理
學
的
分
析
ご
解
し
得
る

　
こ
ご
、
術
又
か
、
る
分
析
の
結
果
、
認
識
客
槻
性
の
基
く
根
媛
ビ
し
て
、
警
察
の
直
槻
形
式
並
に
範
疇

　
の
悟
性
形
式
、
怨
讐
等
に
野
立
す
る
も
の
ご
し
て
の
認
識
の
素
材
を
、
先
天
的
要
素
こ
し
て
褒
見
し

　
得
る
こ
ご
を
述
べ
た
。
然
る
に
、
更
に
進
ん
で
、
之
等
の
先
天
的
要
素
の
先
天
性
の
尊
く
最
絡
の
根

　
援
を
明
に
し
、
其
椹
利
の
基
礎
を
確
立
す
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
。
苧
之
帥
カ
ン
ト
が
認
識
客
槻
性

　
の
確
立
に
於
て
取
っ
た
第
二
歩
で
あ
も
、
先
験
蘭
演
繹
角
韓
器
。
・
8
＆
の
暮
巴
。
U
曽
鳥
鼻
瓜
9
じ
の
段
階
で
あ

蜘玉
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
不
に
於
け
ろ
認
識
客
競
性
．
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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哲
學
研
究
第
六
＋
九
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
こ

っ
て
、
カ
ン
ト
が
純
粋
理
性
批
鋼
に
予
て
成
戦
げ
π
最
大
な
る
認
識
論
へ
の
寄
輿
は
、
一
に
か
》
つ

て
此
論
究
に
あ
る
ご
云
っ
て
も
差
支
は
あ
る
ま
い
。
從
っ
て
カ
ン
ト
自
，
も
之
を
以
て
批
判
の
最

も
重
要
な
部
分
で
あ
b
、
其
最
大
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
斯
で
あ
る
こ
ご
を
述
べ
て
居
る
。

ρ
内
．
9
3
く
・
ω
・
Q
。
）

　
籾
て
形
跳
上
的
演
繹
に
於
て
、
具
象
的
な
意
識
其
者
を
先
験
心
理
學
的
に
分
析
し
て
先
天
的
要

素
を
猶
見
し
得
だ
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
こ
ご
が
可
能
な
る
所
以
は
柳
も
何
に
基
く
の
で
あ
ら
う

か
。
其
可
能
は
却
っ
て
先
験
的
演
繹
を
侯
っ
て
初
め
て
保
即
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

先
験
心
理
學
的
が
個
人
心
理
學
的
ご
粟
く
興
窪
き
三
雲
或
ω
・
を
異
に
す
る
は
、
全
く
其
根
底
に
先
験

的
演
繹
を
豫
想
す
る
が
爲
ご
思
は
れ
る
。
演
繹
の
眞
の
意
嚢
は
先
験
的
演
繹
に
至
つ
．
て
初
め
て

完
全
に
現
は
れ
る
。
形
而
上
的
演
繹
は
要
す
る
に
先
験
的
演
繹
の
豫
二
段
階
ε
考
へ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
然
ら
ば
カ
ン
ト
に
立
て
先
験
｝
的
演
繹
ε
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
か
。
　
カ
ン
ト
が
…
権
利
問

題
（
を
哉
U
鼠
ω
〉
ビ
事
實
問
題
（
ρ
山
住
諭
豊
ビ
を
峻
別
し
、
認
識
論
に
於
て
慣
値
批
羽
の
道
を
開
い
た
こ

ご
は
今
事
新
し
く
説
く
迄
も
な
い
。
併
し
な
が
ら
撮
記
て
カ
ン
ト
認
識
論
の
幅
軸
を
な
す
も
の

で
あ
る
が
故
に
、
我
々
の
論
究
は
先
づ
短
軸
か
ら
初
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ン
ト
自
ら



　
説
明
し
て
居
る
や
う
に
演
繹
ε
は
本
家
法
律
上
の
言
葉
で
あ
る
。
事
實
問
題
で
は
な
ぐ
権
利
問

　
題
に
聞
す
る
。
書
影
α
Q
忠
σ
巽
α
3
蓄
・
・
閃
・
。
寒
諺
鍵
（
。
・
・
H
9
）
に
結
す
る
ら
此
意
味
を
認
識
論
に

　
輻
．
用
す
れ
ば
、
認
識
の
事
黒
門
は
襲
生
の
問
題
で
な
く
、
認
識
可
能
の
墨
黒
の
論
究
を
演
繹
ご
呼
ば

　
ね
ば
な
ら
な
い
。
普
遍
妥
當
的
な
認
識
の
存
在
は
事
實
が
之
を
示
し
て
み
る
。
認
識
論
の
問
題

　
は
、
如
何
に
し
て
そ
れ
が
可
能
な
る
か
の
根
擦
墓
礎
の
論
究
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
而
し
て
そ
れ

　
は
臆
て
形
而
上
的
演
繹
に
予
て
望
見
し
得
た
先
天
的
要
素
の
有
す
る
先
天
性
の
基
く
根
糠
を
明

　
に
す
る
こ
ご
で
あ
り
、
如
何
な
る
構
利
を
以
て
其
先
天
性
を
心
張
し
得
る
か
の
鮮
明
で
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。
夫
故
に
カ
ン
ト
は
先
づ
先
験
的
演
繹
を
定
義
し
て
H
9
ヨ
魯
。
岱
当
灯
芯
Φ
犀
一
象
M
§
⑳

　
α
2
》
3
鼠
①
臨
9
切
Φ
σ
q
「
一
善
誘
℃
臨
○
鼠
9
。
自
Ω
Φ
m
2
ω
叶
欝
戸
山
。
ぴ
。
臥
。
冨
♪
銭
。
日
切
ω
ω
8
切
号
馨
巴
Φ
b
9
巳
a
o
昌
山
q
。
。
色
9
圏
ゲ

　
（
ω
・
δ
も
こ
云
．
ふ
。
　
尊
慮
に
カ
ン
ト
が
概
念
ご
急
げ
て
み
る
の
は
、
時
世
並
に
範
疇
を
指
す
。
　
先
天

　
的
要
素
は
、
華
甲
ご
關
係
し
得
て
初
め
て
其
先
天
性
の
灌
利
を
圭
張
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
、
る

　
先
験
的
演
繹
は
，
之
を
維
験
的
演
繹
（
。
嵩
嘉
9
。
っ
⑦
象
・
仲
｛
旦
ご
匠
喫
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
一
発
其
意

　
義
を
明
に
し
得
る
。
経
瞼
的
演
繹
ご
は
、
或
概
念
が
如
何
に
し
て
、
経
験
を
通
じ
叉
経
験
の
反
省
を

　
難
じ
て
、
獲
得
せ
ら
る
、
に
至
る
か
の
仕
方
を
説
明
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
認
識
の
合

　
法
性
を
取
扱
ふ
も
の
で
な
く
、
其
置
生
の
事
實
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
。
経
験
論
潔
の
な
し
穴
所

鍬一
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
畿
客
観
性
の
澗
題
　
　
　
　
　
　
　
帖
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咄
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暫
學
研
究
　
　
第
轟
ハ
議
－
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃
四

は
凡
べ
て
之
で
あ
っ
た
。

　
即
彼
等
は
経
験
か
ら
概
念
を
導
き
轟
す
ご
共
に
、
其
先
天
性
の
根
糠
を
経
鹸
…
か
ら
概
念
を
導
き

出
す
仕
方
に
基
け
標
ビ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
か
く
て
は
到
底
認
識
の
客
選
性
を
確
立
す
る
事
が
出

來
な
い
。
　
例
へ
ば
因
果
な
る
概
念
を
経
験
か
ら
導
き
出
し
，
其
先
天
性
の
根
糠
を
経
験
的
の
聯
合

の
法
則
に
基
け
た
の
で
は
、
主
観
的
必
然
性
を
之
に
要
港
し
得
る
に
し
て
も
、
客
槻
的
必
然
性
を
附

資
し
得
な
い
毛
ご
は
當
然
ε
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
二
。
巨
・
ω
・
ω
3
内
．
斜
ひ
く
．
℃
・
H
O
か
H
O
G
。
〉
二
目
）
。
先
験

的
演
繹
は
か
く
先
天
的
要
素
の
先
天
性
の
基
く
根
糠
の
解
明
で
あ
り
、
之
臆
て
、
か
、
る
要
素
が
如

何
に
し
て
封
象
ざ
爾
評
す
る
か
の
論
究
で
あ
る
が
、
此
冨
的
を
達
す
る
爲
に
、
如
何
な
る
方
法
に
依

る
べ
き
か
に
就
て
、
先
づ
大
聖
の
方
針
を
立
て
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
。
云
ひ
換
へ
れ
ば
先
験
的

演
繹
の
根
本
意
義
根
本
精
紳
は
既
に
朋
に
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
進
ん
で
今
少
し
内
容
に
迄

立
入
っ
て
、
精
密
に
規
定
す
る
こ
ビ
が
必
要
で
有
ら
う
。

　
凡
そ
認
識
を
以
て
何
等
か
の
意
味
に
於
て
、
表
象
ご
封
象
ご
の
一
致
を
意
熟
す
る
も
の
ご
す
れ

ば
認
識
可
能
の
論
究
は
、
二
つ
の
方
途
に
於
て
求
め
ら
れ
る
。
四
一
は
単
解
が
表
象
を
可
能
に
す

る
場
合
、
他
は
表
象
が
樹
象
を
可
能
に
す
る
場
含
で
あ
る
Q
前
者
は
表
象
が
雪
塊
の
模
爲
ご
見
る

見
方
で
あ
っ
て
、
後
者
は
表
象
が
罵
倒
を
構
成
す
る
ご
見
る
見
解
で
あ
る
。
　
カ
ン
峯
が
此
冒
慮
に
甥



　
象
ご
云
ひ
、
表
象
ご
虫
け
て
居
る
當
の
も
の
が
、
経
験
心
理
學
的
見
地
の
下
に
解
さ
れ
て
居
る
こ
ε

　
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
封
象
が
意
識
ご
離
れ
、
カ
ン
ト
の
所
謂
表
象
力
が
く
。
鼓
亀
善
σ
q
ω
ζ
9
浄
）
を
超
越
す

　
る
も
の
こ
し
て
考
へ
ら
れ
る
限
う
昼
即
素
朴
妙
な
超
越
的
實
在
を
内
界
或
は
外
界
に
秘
す
る
限

　
り
は
が
や
う
な
樹
象
が
表
象
力
に
影
響
を
及
す
・
こ
ご
に
依
っ
て
生
す
乃
ご
見
ら
る
、
認
識
が
、
必

　
然
的
に
後
天
的
纒
験
的
（
窪
嘗
凶
。
。
9
）
で
あ
っ
て
、
客
槻
性
を
有
し
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
之
に
反

　
し
て
表
象
が
今
述
べ
た
や
う
な
意
昧
の
樹
象
を
可
能
に
す
る
ビ
見
れ
ば
如
何
。
此
場
合
に
は
朋

　
に
表
象
は
封
象
を
其
存
在
の
上
か
ら
（
号
已
｝
）
霧
魯
＝
6
畠
）
之
を
可
能
に
す
る
乙
は
出
來
な
い
。
何

　
者
個
人
心
理
學
的
の
意
識
に
從
揺
す
る
表
象
が
、
之
を
超
越
す
る
實
在
の
世
界
を
其
存
在
の
上
か

　
ら
も
可
能
に
す
る
を
云
ふ
邑
は
、
明
に
バ
ー
ク
レ
ー
一
派
の
個
人
的
槻
念
論
に
堕
す
る
所
以
で
あ
、

　
り
、
迷
妄
論
（
旨
量
。
ご
凶
ω
三
色
に
陥
る
よ
り
外
は
な
く
、
カ
ン
ト
の
極
力
排
斥
し
た
所
に
外
な
ら
な
い
か

　
ら
で
あ
る
。
邸
此
場
合
は
醤
象
を
認
識
の
上
よ
り
（
・
ξ
霧
巴
。
。
○
£
魯
。
・
¢
巳
N
【
；
昏
。
毒
窪
）
可
能
に
す

　
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
方
途
を
取
っ
た
の
が
師
カ
ン
ト
で
あ
る
。
　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
縛

　
同
は
か
く
し
て
成
途
げ
ら
れ
た
。
此
麩
に
於
て
は
一
般
に
認
識
の
柱
舞
ご
は
如
何
’
な
る
意
昧
か
、

　
認
識
圭
観
ビ
は
如
何
に
、
果
た
叉
爾
者
の
關
係
如
何
が
明
に
せ
ら
れ
認
識
客
槻
性
の
基
く
根
本
が

　
關
明
せ
ら
れ
る
Q
　
然
る
に
、
ヵ
ソ
ト
に
依
れ
ば
、
意
識
を
超
越
し
、
経
験
堺
を
超
越
し
た
物
膚
膿
は
、
途

鵬一
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
魏
性
の
問
題
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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智
攣
研
究
　
　
第
轟
ハ
⊥
丁
九
號
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
ハ

に
不
可
認
譲
で
あ
っ
て
、
認
・
識
の
蔚
象
は
凡
べ
て
現
象
の
世
界
で
あ
り
、
或
は
更
に
精
密
に
云
へ
ば
、

可
能
的
維
験
の
世
界
で
あ
る
。
か
＼
る
調
象
界
は
意
識
を
超
越
せ
す
、
却
っ
て
意
識
に
依
っ
て
可

能
な
る
世
界
で
あ
る
。
故
に
か
、
る
世
界
の
可
能
な
る
爲
の
條
件
は
、
虚
血
ご
概
念
の
二
つ
で
あ

る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
若
し
織
豊
の
直
観
形
式
に
依
っ
て
一
般
に
樹
象
が
與
へ
ら
れ
、
之

に
依
ら
な
い
で
は
一
般
に
現
象
ご
し
て
の
強
面
が
成
立
し
な
い
こ
ご
を
論
拙
し
得
る
な
ち
ば
、
時

塞
が
封
象
成
立
の
先
験
的
根
心
た
る
こ
ご
が
明
に
せ
ら
れ
や
う
。
露
命
ε
同
じ
く
、
範
疇
に
依
っ

て
の
み
一
般
に
封
象
が
考
へ
ら
れ
，
之
に
依
ら
な
い
で
は
一
般
に
思
惟
の
樹
象
が
立
せ
ら
れ
な
い

理
由
を
朋
に
す
れ
ば
、
範
疇
の
先
験
性
の
塞
礎
は
明
に
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
カ
ン
ト
に

依
れ
ば
、
凡
そ
認
識
の
饗
象
ご
は
、
可
能
的
纏
縫
の
鋤
象
を
．
意
味
し
、
時
塞
の
純
粋
直
槻
に
よ
り
て
與

へ
ら
れ
、
範
疇
な
る
悟
性
概
念
に
よ
り
て
考
へ
ら
れ
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
時
室

及
範
疇
が
、
可
能
的
経
験
成
立
の
先
天
的
迂
愚
な
る
こ
ご
を
関
に
す
る
こ
ご
が
、
之
等
先
天
的
要
素

の
先
天
性
が
基
く
根
擦
を
明
に
す
る
駈
以
で
め
り
、
卓
立
て
其
先
験
的
演
繹
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
H
）
陶
。
題
言
ω
。
・
8
民
g
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〇
〇
量
盃
9
ρ
留
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鴨
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①
σ
q
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祭
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も
臨
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目
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μ
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0
9
μ
寄
固
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圃
戸
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β
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、
o
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p
N
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携
9
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圃
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器
。
・
臨
。
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ω
切
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冨
σ
q
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2
ρ
9
導
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○
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乙
α
σ
q
ぎ
欝
。
津
ユ
卑
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量
ρ
二
§
σ
q
。
昌
亀
§
葺
コ
く
。
乙
g
三
豊
。
。
⑦
β
（
Φ
ω
ω
。
剛
創
2
》
霧
。
冨
F
霧
西
臼
。
㎞
諮
圃
蓼
9
謁
弩
。
浄
μ



　
　
・
・
置
各
云
。
＝
）
巴
・
。
ま
）
…
三
・
）
・

　
　
此
に
於
て
、
先
験
的
演
繹
の
大
膿
の
方
針
は
決
定
し
た
。
今
や
我
々
は
進
ん
で
、
凡
そ
認
識
の
封

　
象
ご
は
一
般
に
何
を
意
昧
す
る
か
、
認
識
主
観
ご
は
如
何
、
果
た
万
態
爾
者
の
關
係
如
何
を
明
に
し
、

　
時
塞
並
に
範
疇
が
如
何
に
し
て
可
能
酌
経
験
成
立
の
先
天
的
條
件
た
り
得
る
か
の
根
擦
を
論
究

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
心
癖
て
認
識
客
観
性
の
墓
く
最
高
根
援
の
究
明
で
あ
り
、
先
天
的
要
素
の

　
先
天
性
の
基
く
意
味
其
者
の
本
質
の
關
明
で
あ
る
と
共
に
、
経
験
界
の
謝
象
性
の
基
く
最
深
の
墓

　
、
礎
の
論
究
で
あ
る
。
認
識
論
の
中
心
問
題
は
こ
、
に
存
す
る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
濾
・

　
　
劔
て
ヵ
シ
ト
は
薗
問
題
を
如
何
に
取
扱
つ
た
か
ε
云
ふ
に
、
第
一
面
に
於
て
は
、
先
づ
現
實
の
個

　
人
的
意
識
作
用
の
分
析
か
ら
繊
饗
し
て
居
る
。
併
し
固
よ
り
此
場
合
に
於
て
も
経
験
心
理
學
的

　
に
で
は
な
い
。
飽
く
ま
で
先
験
心
理
學
的
に
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
言
葉
を
借
れ
ば
其
ゆ
ヨ
℃
三
ω
o
滞

　
｝
W
窃
9
曽
留
範
μ
。
坤
。
昌
で
な
く
嘗
p
窮
ω
8
＆
o
巨
鯨
。
｝
W
霧
。
豊
津
喜
。
ぽ
昌
に
依
っ
て
考
察
す
る
。
今
意
識
を
主
ご

　
し
て
其
内
面
的
本
質
に
就
き
て
考
察
す
る
時
は
、
三
つ
の
綜
合
作
用
に
匿
別
し
て
考
へ
る
こ
ご
が

　
出
來
や
う
。
即
（
H
）
象
①
ω
峯
夢
①
ω
剛
ω
α
Φ
ω
冒
婁
鉱
σ
q
砕
三
σ
q
窪
融
着
δ
H
陣
創
罎
。
げ
号
昌
ω
げ
昌
・
　
〔
い
）
ゆ
δ
o
∩
碧
昏
。
ω
冨

　
鼠
。
。
・
o
。
・
寓
再
三
σ
Q
轄
汁
凶
σ
q
Φ
一
F
臼
暑
プ
島
・
浄
曲
ま
同
μ
琶
＾
養
臣
　
（
ω
）
臼
。
昏
夢
¢
圃
叶
良
。
ω
興
し
り
巻
夢
①
ω
囲
ω
含
極
目
戸
窪
々
鏑
四

　
一
8
冨
〉
℃
℃
無
器
℃
け
δ
疑
カ
ン
ト
は
即
詠
等
の
意
識
の
三
根
本
作
用
を
論
究
し
、
維
験
可
能
の
最
高
根
媛

篇ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
。
｝
に
於
け
ろ
認
識
客
魏
性
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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を
明
に
ぜ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。

八

四

　
先
づ
直
槻
に
於
け
る
雑
多
に
ω
讐
夢
①
ω
尻
が
存
す
る
こ
g
・
は
、
図
①
8
箸
く
蠕
け
が
軍
な
る
戸
。
8
℃
け
三
舞

で
な
く
、
其
根
底
に
つ
。
℃
o
暮
嘗
窪
々
を
豫
聾
す
る
こ
ご
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
　
戸
巳
。
℃
筑
く
…
叶
鋒
は

ω
℃
9
μ
け
自
学
鋒
を
倹
っ
て
初
め
て
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
て
之
臆
て
綜
合
作
用
の
根

底
に
外
な
ら
澱
ご
考
へ
れ
ば
、
直
窺
の
雑
多
に
現
は
る
、
Q
り
岩
蔵
鼠
ω
は
、
自
登
性
の
方
面
か
ら
見
て

之
を
「
直
観
に
於
け
る
畳
知
の
綜
含
」
（
臼
。
○
。
署
昏
の
。
。
剛
。
。
二
。
憎
》
℃
℃
邑
姦
鉱
9
二
⇒
山
。
彗
》
屋
9
磐
琵
の
）
ご
名
け
得

る
。
今
津
綜
合
作
用
に
就
て
考
察
す
る
に
、
凡
べ
て
直
概
は
掌
中
に
雑
多
を
含
む
。
し
か
も
其
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

多
が
或
一
瞬
間
に
綜
合
せ
ら
れ
、
統
二
せ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
。
四
品
下
問
の
直
槻

が
成
立
つ
爲
に
は
、
審
・
。
U
ξ
o
鑓
鶏
巳
9
儀
o
h
竃
磐
旺
㈲
愛
賦
⑳
回
（
o
搾
ご
、
巳
o
N
四
切
嵩
§
窪
｝
δ
｝
磧
鉱
巽
と
簿
毒
曜
讐
賦
叩

野
津
ご
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
作
用
を
畳
知
の
綜
合
ご
云
ふ
。
　
勿
論
こ
は
経
験
心
理
學
的

の
心
的
過
程
を
指
す
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
宵
闇
の
根
底
こ
な
る
知
識
成
立
の
鱗
雲
ご
し
て
の

綜
合
作
用
を
意
味
す
る
。
更
に
進
ん
で
想
像
力
に
依
る
雑
多
の
綜
合
ご
は
、
カ
ン
ト
が
叉
「
想
像
に

於
け
る
轟
生
の
綜
合
」
（
鑑
。
り
）
・
導
ぼ
・
・
冨
紆
腔
菊
。
℃
3
〔
苞
臨
。
篇
営
α
Φ
憎
鵜
…
昌
筐
毒
α
q
）
ビ
も
呼
ん
で
居
る
も
の



　
で
あ
っ
て
、
凡
そ
認
識
の
可
能
な
る
爲
に
は
、
此
綜
合
作
用
を
根
底
に
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
既

　
に
鰻
塚
の
直
槻
綜
合
に
勝
て
す
ら
、
其
根
底
に
此
再
生
の
綜
合
作
用
を
豫
想
す
る
ε
云
は
ね
ば
な

　
ち
ぬ
で
あ
ら
う
。
固
よ
り
之
は
軍
な
る
主
導
的
な
想
像
作
用
ε
か
、
聯
想
作
用
ご
か
云
ふ
も
の
を

　
指
す
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
墨
黒
の
作
用
の
根
本
に
存
す
る
認
識
論
的
豫
想
で
あ
る
。
鐸
碧
。
。
ω
8
㌘

　
鳥
暮
癖
・
ぎ
国
磐
穿
5
m
α
。
ω
○
。
B
ま
訂
（
ω
二
君
）
に
属
す
る
。
然
る
に
畳
知
せ
ら
れ
、
再
生
せ
ら
れ
た
所
の
維

　
多
も
最
後
に
統
唄
し
た
全
膿
を
形
づ
く
る
ご
云
ふ
乙
が
な
け
れ
ば
、
翼
象
の
意
識
は
成
立
し
な
い

　
で
あ
ら
う
ρ
之
カ
ン
ト
が
「
概
念
に
於
け
る
再
認
の
綜
合
」
亀
o
Q
。
讐
夢
①
ω
ジ
号
竹
ヵ
Φ
8
σ
Q
づ
窪
2
ニ
ヨ
ゆ
Φ
σ
q
ユ
津
）

　
ご
名
け
て
居
る
も
の
で
、
認
識
成
立
の
根
本
た
る
綜
合
作
用
で
あ
る
。
例
へ
ば
数
の
意
識
に
於
て

　
も
、
個
々
の
要
素
が
畳
々
せ
ら
れ
、
再
生
せ
ら
れ
、
綜
合
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
我
の
意
識
に
厨

　
す
る
も
の
と
し
て
統
一
せ
ら
れ
て
初
め
て
成
立
す
る
。
此
綜
合
作
用
に
至
っ
て
、
初
め
て
、
認
識
の

　
樹
象
ご
は
鳳
般
に
何
を
意
味
す
る
か
の
鮮
明
の
鍵
鎗
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
　
醤
象
が
表
象
力
を
超
越
し
π
も
の
ご
し
て
見
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
認
識
に
醤
立
し
、
し
か
も
之
ご

　
異
る
ビ
見
ら
れ
る
樹
象
ビ
は
寸
々
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
は
纒
験
的
個
人
的
意
識

　
を
超
越
し
た
外
物
を
指
す
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
先
づ
①
弩
器
ま
。
島
磐
響
一
－
×
ご
考
へ
ら
れ
な
け

　
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
×
は
軍
な
る
無
で
は
な
い
Q
凡
そ
認
識
が
醤
象
に
關
燃
す
る
ご
云
ふ
乙
は
、

贈ユ
　
　
　
　
　
カ
ン
｝
に
於
け
る
認
識
客
概
性
の
聞
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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司
○

認
識
に
必
然
性
を
生
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
α
故
に
姦
智
ご
は
、
認
識
が
勝
手
庭
儘
な
雑
多
の
集

合
で
な
く
、
或
種
の
先
天
的
規
定
性
を
帯
ぶ
る
も
の
で
あ
る
こ
ε
を
保
逸
す
る
當
の
も
の
ご
解
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
認
識
は
、
謝
象
に
關
係
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
其
必
然
性
を

獲
得
し
來
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
必
然
性
は
意
識
の
統
一
の
仕
方
に
基
い
て
居
る
ε
す
れ

ば
、
逆
に
意
識
の
統
一
其
者
こ
そ
、
釣
象
の
概
念
を
作
る
も
の
ご
云
は
ね
ば
な
る
ま
い
で
あ
ら
う
つ

田
野
象
ご
は
、
一
般
に
、
雑
多
な
る
表
象
に
於
け
る
意
識
の
形
式
的
統
＝
臼
。
ぴ
毒
巴
。
頃
告
解
け
ユ
。
。
。
膨
㌣
、

≦
器
・
。
け
切
。
冨
八
面
弓
○
。
鴇
冒
夢
。
ω
♂
山
の
ω
冨
窪
鼠
σ
q
貯
＝
一
σ
q
窪
号
鴨
く
。
眞
亀
毒
σ
q
2
戸
ω
二
6
）
に
、
封
冠
し
た
概
念
で
あ

る
ご
云
ひ
得
る
。
或
は
直
槻
の
雑
多
の
中
に
綜
合
的
統
一
を
作
）
出
し
た
時
に
、
一
般
に
文
意
を

認
識
す
る
ご
も
云
へ
る
で
あ
ら
う
。

　
此
庭
に
猛
て
我
々
は
カ
ン
ト
に
於
け
る
認
識
客
槻
性
の
行
く
最
高
根
糠
に
到
漏
し
π
。
郎
一

切
の
意
識
の
統
一
作
用
の
先
験
的
根
篠
ビ
し
て
、
春
立
ゆ
る
樹
象
性
の
基
く
根
拠
と
し
て
、
根
源
的

な
、
先
験
統
宰
蒼
属
文
ω
8
榊
己
。
一
皆
a
o
》
℃
唱
奪
N
o
℃
瓜
。
昌
）
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
　
こ
は
固
よ
b
経
醗
賜
心
理

學
的
の
統
畳
作
用
で
は
な
い
。
却
っ
て
夫
等
凡
て
の
基
く
根
底
で
あ
る
。
之
は
凡
べ
て
の
経
験

よ
わ
先
ち
、
却
っ
て
之
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
国
ω
ヨ
9
ω
Φ
貯
・
じ
⇔
・
警
夷
露
μ
槻
ω
ゆ
葺
α
δ
く
9

具
す
語
勢
澤
旨
σ
q
く
9
ゲ
興
σ
q
o
ぽ
二
ε
鼠
良
¢
器
ω
鉱
び
ω
叶
g
α
σ
q
回
｛
9
結
き
冨
き
毒
。
一
9
。
o
貯
。
ω
o
銘
δ
ぐ
夢
。
諺
ω
o
o
＆
2
邑
o
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、
＜
o
毒
霧
ω
働
N
§
眠
α
Q
。
｝
ぽ
⇒
山
ヨ
9
管
毛
ω
o
F
（
ω
・
二
一
）
・
こ
は
蕾
に
概
念
の
み
で
な
く
、
直
槻
の
根
底
に
も
横

は
る
、
経
験
可
能
の
最
高
の
O
盲
点
で
あ
る
。
之
を
主
槻
の
側
よ
り
見
れ
ば
、
有
ゆ
る
意
識
作
用

の
築
く
根
底
で
あ
り
、
之
を
客
槻
の
側
よ
り
見
れ
ば
．
有
ゆ
る
樹
象
の
基
く
根
底
で
あ
っ
て
、
此
意
味

に
於
て
又
嘗
嘗
鴇
8
β
α
o
暮
巳
窪
Q
Φ
σ
q
窪
の
鍵
包
ビ
云
っ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。
（
O
o
び
①
P
囚
9
暮
ω
8
げ
①
身
δ
．
匹
巽

絹
戦
壁
財
毎
鋤
σ
q
・
ω
・
も
い
）
o

　
以
上
カ
ン
ト
の
叙
述
に
從
っ
て
意
識
作
用
の
中
に
立
つ
の
、
綜
合
作
用
を
断
節
し
、
最
後
に
先
験

統
畳
の
綜
合
的
統
」
作
用
に
至
っ
て
、
経
験
成
立
の
最
高
鞍
擦
琶
見
出
し
π
の
で
あ
る
が
、
こ
は
繊

麗
的
時
間
的
順
序
．
よ
り
云
へ
ば
、
最
も
後
に
意
識
せ
ら
る
、
に
し
て
も
、
等
値
の
順
序
よ
り
見
て
、
先

づ
第
】
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識
成
立
の
根
本
假
定
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
此
債
値

の
順
序
を
明
に
し
，
他
の
誤
解
を
避
け
る
爲
に
、
第
二
版
に
於
て
は
全
然
書
き
改
め
、
先
づ
国
ぢ
≧
白
け
霧

α
蔑
ω
℃
。
落
零
簿
鋒
山
窪
く
。
韓
亀
尋
磐
ζ
鉢
（
ω
．
9
。
。
）
・
ご
し
て
の
く
巽
び
…
民
導
σ
q
（
8
＆
舞
亀
。
）
か
ら
留
讃
し
た
。

こ
は
即
ω
峯
導
亀
。
・
。
げ
団
崔
一
簿
幽
9
寓
9
菖
お
建
氏
⑳
。
一
戸
で
あ
る
。
凡
べ
て
の
意
識
を
し
で
我
の
意
識
だ
ら

し
め
る
所
の
も
の
、
経
験
的
統
畳
作
用
で
な
く
、
輝
輝
統
畳
作
用
で
あ
る
。
　
又
凡
て
の
表
象
の
根
本

に
存
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
根
源
的
統
制
ビ
も
呼
ば
れ
、
更
に
こ
は
凡
て
の
認
識
可
能
の
風
薬
的

根
捺
ε
し
て
、
星
食
の
先
験
統
一
窯
変
霧
。
6
邑
9
一
鎖
冨
目
宮
島
建
山
2
ω
鉱
溺
け
9
看
ω
器
9
色
ご
も
記
号
ゆ
る

　
　
　
　
カ
ン
塾
に
．
於
け
る
認
識
客
槻
性
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
桶
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意
識
の
根
底
な
る
が
故
に
、
意
識
一
般
こ
も
名
け
ら
れ
る
。

ご
｝

五

　
以
上
述
べ
た
所
で
明
な
如
く
、
カ
ン
ト
の
意
識
一
般
の
敷
説
に
は
、
急
激
犀
も
云
ふ
檬
に
、
純
粋
先

験
朝
潮
（
鴨
。
葺
虚
円
¢
塁
ω
。
2
μ
α
Φ
暮
罠
ω
B
葛
）
の
傾
向
ご
主
観
主
義
（
Q
り
鐸
ぼ
簿
牙
｛
。
。
旨
¢
ω
）
の
富
合
ご
が
相
融
合

せ
ら
れ
て
み
る
ご
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
§
無
二
。
ζ
ξ
。
〈
9
・
・
Φ
汗
。
諺
。
民
窪
。
α
号
“
⑦
ぎ
ぎ
q
窪

嵩
碧
羅
お
窪
匂
。
9
巳
P
ピ
慮
。
・
。
冨
匹
M
く
・
言
い
9
）
認
識
の
普
遍
姜
當
必
然
性
の
根
捺
が
、
同
時
に
認
識
岩
槻

の
中
に
含
ま
れ
る
。
主
観
は
自
心
性
ざ
し
て
、
論
理
的
慣
値
の
根
襟
即
封
象
性
の
根
底
で
あ
る
ご

共
に
，
自
己
の
中
に
封
象
を
立
す
る
所
の
作
用
で
あ
る
。
然
る
に
作
用
の
中
に
論
理
的
贋
値
を
見

出
す
こ
ご
は
償
値
の
純
輝
性
を
殿
損
す
る
こ
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
論
理
的
償

値
を
認
識
樹
象
性
の
根
援
こ
し
て
、
有
ゆ
る
存
在
よ
り
前
に
、
存
在
を
越
へ
て
先
行
せ
し
め
、
意
識
一

般
を
超
越
し
た
純
輝
馬
添
の
世
界
に
迄
高
め
上
げ
た
も
の
は
，
即
リ
ッ
ケ
ル
塾
で
あ
る
。
從
っ
て

ソ
ッ
ヶ
ル
峯
に
於
て
は
、
意
識
｝
般
は
軍
な
る
限
界
概
念
ご
な
り
、
意
識
内
容
の
一
般
的
の
存
在
の

仕
方
を
意
味
す
る
概
念
に
外
な
ら
訟
も
の
こ
な
り
曲
る
。
此
黙
に
於
て
正
し
く
カ
ン
レ
の
拝
承

者
弦
目
す
べ
き
獄
ヘ
ル
マ
ン
、
笠
ー
エ
ン
で
あ
ら
う
。
彼
の
思
想
の
源
㌦
泉
は
カ
ン
ト
の
先
験
的
方



　
法
で
あ
る
σ
こ
れ
は
主
槻
ご
客
観
の
和
書
戸
〆
◎
塔
鉱
銭
2
ご
に
現
は
れ
る
。
純
粋
思
惟
は
創
造
的
作

　
用
ど
し
て
、
雑
多
の
綜
合
的
統
一
で
あ
る
。
（
質
段
。
ラ
客
ρ
暮
ζ
鼠
臼
。
竃
舞
夏
お
2
ω
畠
巳
9
ω
・
ω
宍
）

　
　
然
る
に
カ
ン
ト
に
於
て
は
、
先
験
統
畳
は
落
忌
性
こ
し
て
、
樹
象
の
基
く
最
絡
の
根
底
で
あ
る
に

　
し
て
も
、
饗
象
を
其
内
容
の
上
よ
り
も
可
能
に
す
る
乙
は
出
土
な
い
。
直
訳
の
雑
多
は
必
ず
與
へ

　
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戚
性
の
受
納
性
を
逼
じ
て
與
へ
ら
れ
た
認
識
の
素
材
の
上
に
、
初
め
て
其

　
力
を
登
揮
す
る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
既
に
述
べ
た
や
う
に
直
槻
に
．
於
け
る
畳
知
の
綜
合

　
に
す
ら
既
に
根
底
に
自
慰
性
が
働
い
て
居
る
ビ
す
れ
ば
、
癌
性
を
し
て
、
受
納
性
だ
ら
し
め
る
最
絡

　
の
基
礎
は
、
認
識
の
素
材
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
乍
ら
か
や
う
な
認
識
の
質
料
が
、
認
識
を
離

　
れ
て
既
に
言
流
さ
れ
た
超
越
的
實
在
の
威
徳
に
依
っ
て
興
へ
ら
れ
る
ご
解
す
る
と
が
到
底
許
さ

　
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
認
識
の
純
内
容
ご
し
て
の
非
合
理
性
は
、
認
識
論
に
於
て
如
何
に
取
り
扱
ふ
べ

　
き
で
あ
る
か
。
　
一
膿
與
へ
ら
れ
た
も
の
ご
は
、
與
へ
ら
れ
だ
も
の
こ
し
て
例
漸
さ
れ
た
も
の
で
な

　
け
れ
ば
な
ら
訟
。
既
に
所
労
の
根
底
に
は
所
與
性
の
範
疇
を
構
想
し
て
居
る
ご
も
考
へ
ら
れ
る

　
で
も
あ
ら
う
。
之
カ
ン
ト
に
於
け
る
純
先
験
主
義
を
徹
底
せ
し
め
、
先
験
的
（
畠
ω
日
賃
量
ω
8
蝕
。
暮
巴
。
）

　
を
絶
罰
要
害
的
論
理
的
論
詰
に
迄
高
め
、
雲
客
樹
立
の
範
國
領
域
を
超
越
せ
し
め
た
ヅ
ッ
ケ
ル
ト

　
一
派
の
形
式
圭
義
の
先
験
哲
學
が
取
る
べ
き
解
決
の
仕
方
で
あ
る
。
此
腱
に
於
て
は
只
々
形
式

二一
　
　
　
　
　
　
カ
ン
争
に
於
げ
ろ
認
識
客
槻
牲
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
　
　
｝
三
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哲
學
研
究
第
六
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
四

の
み
が
認
識
論
の
問
題
ご
な
る
。
学
内
癖
ご
し
て
の
非
合
理
性
は
全
然
認
識
論
上
無
意
味
の
も

の
こ
し
て
携
斥
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
併
し
乍
ら
、
作
用
を
超
越
し
た
鋤
象
が
、
如
何
に
し
て
作
口
用

に
内
在
す
る
に
至
る
で
有
ら
う
か
。
輩
な
る
極
限
概
念
に
過
ぎ
な
い
意
識
一
般
に
、
如
何
に
し
て

甥
象
を
把
捉
す
る
作
用
性
を
附
輿
し
得
る
で
有
ら
う
か
。
此
難
黙
に
逢
著
す
る
時
は
必
ず
し
も
、

カ
ン
ト
の
圭
槻
主
義
的
見
解
を
退
く
べ
き
で
も
な
い
か
に
思
は
れ
る
。
帥
静
的
な
自
己
自
身
の

中
に
絶
甥
的
に
安
往
す
る
債
値
は
、
作
用
其
者
の
中
に
融
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
い
な
い
で
は
な
か
ら

う
か
。
併
し
か
う
し
て
作
用
ご
二
巴
す
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
憤
値
は
其
絶
仮
性
を
殿
損
す
る
憂
は

な
い
か
。
便
値
を
作
用
ご
二
業
せ
し
め
つ
、
，
し
か
も
、
償
値
の
絶
汗
性
を
損
殴
せ
す
、
批
鋼
の
限
界

を
破
ら
す
し
て
、
し
か
も
債
値
を
作
用
の
中
に
融
解
せ
ん
が
爲
に
は
、
深
甚
な
る
注
意
ご
精
細
な
る

工
夫
ビ
が
閑
却
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
コ
ー
エ
ン
に
著
て
我
々
は
か
㌧
る
注
意
ビ
か
、
る
工
夫

ご
が
遺
篇
な
く
螢
露
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
。
此
慮
に
於
て
は
嚴
密
な
る
論
理
が
、
深
き
形
而
上

的
要
求
に
動
か
さ
れ
な
が
ら
、
批
判
の
限
界
一
1
そ
は
近
づ
け
ば
近
く
程
限
り
な
く
彼
方
に
退
く
も

の
で
あ
る
が
一
を
目
賭
し
つ
、
、
無
限
に
獲
籍
し
行
く
の
で
あ
る
。
思
惟
は
自
法
性
ご
し
て
、
自
己

自
身
の
中
よ
）
内
容
を
作
り
出
す
。
　
一
瞥
純
粋
思
惟
は
叉
同
時
に
純
粋
直
槻
な
の
で
あ
る
。
思

惟
．
は
只
自
己
自
身
の
要
求
に
二
っ
て
嚢
愛
し
行
く
ご
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
思
惟
に
醤
し
て
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外
的
な
時
。
ヨ
α
の
も
の
を
附
加
す
る
は
、
思
惟
の
濁
立
性
自
登
営
を
害
す
る
所
以
で
あ
る
。
與
へ

ら
れ
る
ご
は
問
題
ざ
し
て
與
へ
ら
れ
る
ε
云
ふ
意
味
で
な
け
．
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
か
く

解
せ
ら
れ
π
認
識
の
内
容
な
る
も
の
は
、
要
す
る
に
；
の
形
式
で
は
な
い
か
。
冒
§
餐
毫
．
．
搾

で
あ
っ
て
も
U
多
難
9
毒
文
意
仲
お
Φ
で
は
あ
る
ま
い
。
非
含
理
性
ε
獣
更
に
高
き
段
階
か
ら
見
て
合

理
化
せ
ら
れ
る
も
の
ε
し
て
の
、
低
き
段
階
に
於
け
る
合
理
性
に
過
ぎ
な
い
。
　
2
彗
。
鴨
℃
も
云
ふ
様

に
．
此
呪
合
解
せ
ら
れ
た
非
合
理
性
ε
は
、
主
ε
し
て
旨
。
芭
・
。
島
で
あ
る
Q
認
識
が
匪
ゆ
．
一
瓢
。
・
、
象
。
一
、
。
・

忌
。
筈
q
Φ
ω
∩
崔
○
の
ω
。
需
。
α
・
筈
ω
o
露
δ
。
。
ω
び
霧
。
犀
o
N
Φ
ω
・
・
畠
甜
O
o
募
。
屋
・
P
…
・
似
興
ヒ
d
の
践
8
B
億
嵩
σ
q
畠
。
ω
d
凶
μ
げ
。
匂
降
口
笥
一
，

　
　
σ

ヨ
け
。
昌
で
あ
る
こ
ご
を
示
す
概
念
に
外
な
ら
な
い
。
思
惟
が
逢
著
し
衝
突
す
る
が
如
き
、
思
惟
に
甥

立
し
π
堅
固
な
塙
壁
で
は
な
い
。
そ
は
窪
の
．
喰
慧
・
ご
し
て
窪
。
の
相
關
概
念
ご
し
て
、
帥

訟
識
せ
ら
れ
合
理
化
せ
ら
る
、
問
題
ご
し
て
與
へ
ら
れ
、
眞
に
永
蓮
に
只
々
問
題
ご
し
て
残
り
、
如

何
に
．
合
理
化
す
る
も
爾
合
理
化
し
盤
し
得
な
い
X
こ
し
て
の
非
合
理
性
で
あ
る
。
　
（
冒
ρ
幹
。
畦
℃
一
〇
ワ

。
写
ω
●
提
R
）
．
三
一
識
を
無
限
な
る
課
顧
一
ご
考
へ
思
惟
い
は
臼
鱈
己
自
身
の
中
よ
り
内
容
を
作
り
出
す
・
ご

考
へ
る
マ
ー
川
ブ
ル
ヒ
涙
の
考
か
ら
す
れ
ば
、
普
遍
者
ご
し
て
の
ロ
ゴ
ス
其
物
が
自
己
自
身
を
制

限
し
・
自
己
自
身
を
言
書
化
し
、
豊
富
な
る
規
定
性
（
＜
。
髪
切
。
。
．
昏
、
日
暮
昏
①
δ
を
有
し
來
る
ご
考
へ
る
の

で
あ
っ
て
が
、
る
普
遍
者
夫
自
身
の
根
本
の
姿
は
、
ご
「
の
。
。
。
。
汁
N
こ
し
て
⇔
憎
切
℃
厭
β
露
瞬
ご
し
て
現
は
れ
、
し

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
ろ
認
馨
軽
の
哺
題
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
量

噺
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哲
墨
研
「
究
　
　
第
六
十
・
九
號
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
噛
山
ハ

か
も
こ
の
根
源
ご
は
、
方
法
の
方
法
こ
し
て
、
動
的
登
展
を
な
す
便
値
其
者
に
外
な
ら
な
い
。
債
値
・

の
動
的
愚
説
が
認
識
の
過
程
で
あ
り
、
こ
の
愚
程
其
者
が
叉
直
に
科
學
的
認
識
の
成
果
な
の
で
あ

る
。
コ
ー
エ
ン
が
u
冨
卑
・
2
σ
・
≡
而
琶
σ
・
・
江
・
け
器
量
・
2
σ
・
・
旨
（
H
b
σ
q
幽
刷
乱
窪
雪
歪
望
・
琶
ρ
葺
囲
・
⇔
．
♪
ω
‘
ε
）

ご
云
ふ
の
は
此
意
味
で
あ
ら
う
。
科
學
的
認
識
の
成
果
は
、
蓮
常
、
概
念
の
形
で
現
は
さ
れ
る
ご
云

ひ
得
る
。
何
者
法
剛
も
結
局
概
念
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
め
る
。
而
し
て
概
念
が
鋼
断
ご
も
見
ら

れ
、
判
断
の
結
果
が
概
念
の
形
に
二
日
叩
す
る
ε
も
云
は
れ
得
る
が
、
併
し
そ
れ
は
固
定
し
た
儘
動
か

な
い
や
う
な
も
の
で
は
な
く
て
、
絶
え
ず
判
断
の
中
に
融
解
さ
れ
な
が
ら
、
其
内
癖
を
豊
富
に
し
、
其

実
品
の
形
を
増
大
す
る
も
の
ビ
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
概
念
は
決
し
て
死
物
で

は
な
い
Q
之
コ
ー
エ
ン
が
、
思
惟
が
思
惟
自
身
の
中
・
よ
り
内
容
・
を
作
b
’
出
ふ
9
ご
解
…
す
る
理
由
ご
患

は
れ
る
。

　
併
し
乍
ら
翻
っ
て
考
へ
る
に
、
概
念
が
輩
な
る
死
物
で
な
く
生
き
た
る
過
程
で
あ
り
、
自
己
自
身

の
中
よ
う
内
容
を
無
限
に
下
り
出
す
ご
云
ふ
事
は
、
如
何
に
し
て
可
能
で
有
ら
う
か
。
思
惟
が
綜

合
的
統
一
で
あ
り
、
ナ
ト
ル
プ
の
云
ふ
や
う
に
　
忌
。
寓
Φ
導
。
鳥
。
巴
ω
臼
①
げ
の
ノ
＜
①
④
o
H
巳
9
窪
。
く
母
≦
管
融
け
お
管
Φ
亭

鳥
ρ
臼
。
ω
。
ぎ
℃
冷
痛
。
8
囚
「
ち
〔
｛
2
0
・
量
捧
2
竃
山
き
槻
2
た
り
得
る
こ
ご
は
、
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら

う
か
。
認
識
主
観
こ
し
て
の
意
識
一
般
が
≧
島
ビ
し
て
讃
霊
亀
§
σ
q
と
し
て
、
自
適
性
た
）
得
る
所
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以
’
は
・
け
。
σ
q
o
匂
。
其
春
の
背
皿
後
に
血
帥
ω
d
旨
B
陣
露
鉱
び
鍵
Φ
を
許
容
す
る
こ
と
に
依
っ
て
初
め
て
可
能
な
の
で

は
な
か
ら
う
か
・
否
訂
陽
其
物
が
其
背
後
に
存
す
る
具
艦
的
普
遍
者
の
一
面
的
亀
鑑
ビ
し
て

の
み
解
し
得
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
認
識
の
過
程
が
無
限
な
る
諜
題
ビ
あ
り
得
る
は
、
全

む
背
後
に
存
す
る
具
騰
酌
普
遍
者
の
要
求
に
基
一
が
故
で
あ
る
。
綜
合
的
統
一
は
、
カ
ン
ト
も
云

ふ
様
に
盟
・
な
る
統
一
で
は
な
い
。
（
ω
・
α
い
℃
）
Q
綜
合
は
難
多
を
豫
曝
す
る
Q
そ
は
輩
な
る
綜
合
的
統

一
で
な
く
し
て
、
雑
多
の
綜
合
的
統
一
ご
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
薩
的
普
遍
者
は
、
只
々
其

雑
多
の
面
に
慨
し
て
見
ん
か
、
非
合
理
性
ビ
し
て
直
接
的
ご
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
　
之
に

反
し
て
綜
合
的
統
一
に
郎
し
て
見
ん
か
ピ
・
麿
の
法
．
測
ご
し
て
認
識
距
離
性
の
墓
一
償
値
其
者

で
あ
る
。
か
や
う
な
債
値
は
最
早
意
識
一
般
に
超
越
せ
る
も
の
ε
し
て
は
見
ら
れ
な
い
。
只
々

具
騰
的
普
遍
者
の
内
面
的
必
然
性
の
多
型
に
過
ぎ
な
い
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
こ
そ

憤
値
其
物
に
動
的
登
展
の
意
味
を
有
せ
し
む
る
理
由
を
理
解
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而

し
て
領
掌
薬
物
が
動
的
に
獲
難
し
行
く
ビ
云
ふ
こ
ε
は
、
臆
て
具
禮
的
普
遍
者
が
自
己
の
姿
を
盆

々
深
く
認
識
の
鏡
に
映
し
出
す
こ
ご
で
あ
り
、
自
己
自
身
に
深
く
還
る
こ
ご
で
あ
り
、
叉
同
時
に
封

象
の
奥
深
く
進
入
す
る
こ
ご
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
皆
皆
的
普
遍
者
が
か
く
自
ら
を
認
識

凶
刃
界
に
顯
現
し
行
一
過
程
は
無
限
な
る
が
故
に
、
認
謙
の
過
程
は
無
限
な
る
課
題
ご
し
て
現
は

　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
ろ
認
識
客
魏
性
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
c
　
　
　
一
七
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哲
學
研
究
　
　
第
山
ハ
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

れ
る
。

　
カ
ン
ト
の
先
験
的
自
我
を
か
く
の
如
く
解
せ
ん
ご
す
る
は
、
批
判
主
義
を
越
へ
て
の
墨
§
器
碕
？

匿
昌
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
固
よ
り
厚
き
形
而
上
學
へ
の
復
鰭
で
は
な

く
し
て
、
批
鋼
主
義
の
蔵
内
に
於
て
の
新
な
る
形
而
上
學
へ
の
蝉
声
羨
望
α
q
窪
で
あ
る
。
此
，
登
蟻
に

は
種
々
の
困
難
ご
荊
棘
と
を
伸
ふ
で
有
ら
う
。
飢
器
q
厳
凱
詳
。
H
ぴ
ζ
o
を
窃
か
に
精
緻
な
る
論
理
の
綱

を
潜
っ
て
喰
入
ら
し
め
る
融
々
を
批
難
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
な
が
ら
カ
ン
ト
の
物

自
慢
を
か
く
の
如
く
解
し
な
い
な
ら
ば
、
果
し
て
如
何
に
し
て
其
思
惟
動
機
を
矛
盾
な
く
解
し
得

る
で
あ
ら
う
か
。
我
々
こ
て
ナ
ト
ル
プ
の
所
謂
。
。
3
婆
。
ノ
く
窪
臨
こ
し
て
の
質
料
、
從
っ
て
其
質
科
の

原
因
こ
し
て
の
物
自
動
を
認
め
ん
こ
す
る
の
で
は
な
い
。
否
却
っ
て
ナ
ト
ル
プ
や
コ
ー
エ
ン
の

立
場
が
、
術
何
等
か
の
意
味
に
於
て
。
。
毎
器
≦
窪
島
を
豫
銘
し
て
居
る
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
澱
の
で
は

な
い
か
。
既
に
寓
。
穿
。
α
Φ
ご
云
ふ
Q
竃
。
夢
○
号
の
根
本
思
想
は
カ
ン
ト
の
鼠
①
＜
o
警
凱
。
誌
。
竃
。
夢
。
山
。
島
2

じ
〇
三
《
§
σ
q
鈴
3
畠
霧
。
。
♂
＜
マ
ヨ
ヨ
麟
早
く
○
β
儀
①
昌
U
診
σ
q
g
洋
弩
母
。
・
ρ
嘆
一
〇
ユ
。
詩
①
三
お
♪
ミ
軽
量
一
戦
ω
巴
ぴ
ω
け
宣
の
固
①

げ
σ
q
①
p
（
・
。
∴
。
。
）
に
襲
す
る
こ
ご
は
、
コ
ー
エ
ン
が
其
著
「
カ
ン
ト
維
験
理
説
」
に
於
て
屡
々
高
潮
す
る
を

見
て
も
明
で
あ
る
、
（
ω
二
ω
り
亭
ρ
・
）
既
に
乾
鳥
巴
。
σ
q
窪
ご
云
ふ
。
　
暮
6
一
三
・
σ
q
幸
せ
ら
る
べ
き
も
の
を

階
に
許
容
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
固
よ
り
こ
は
軍
な
る
問
題
で
あ
b
思
惟
の
弱
8
叶
剛
⇒
ビ
7
6
穿
Φ
算



　
●
を
∈
崔
｝
象
畠
。
唄
W
Φ
。
。
臨
員
葺
♂
琶
（
鼻
こ
し
て
現
は
す
翠
お
器
岡
畠
2
で
め
る
ご
圭
死
す
る
の
で
あ
る
が
、
思
縫

　
に
青
し
て
か
く
の
如
き
意
義
を
有
せ
し
め
得
る
も
の
は
、
思
惟
に
封
忘
す
る
も
の
ご
し
て
の
直
接

　
的
で
な
く
て
何
者
で
あ
ら
う
。
固
よ
り
こ
は
合
理
化
し
盤
さ
れ
だ
も
の
こ
し
て
は
考
へ
ら
れ
ま

　
い
。
、
其
意
味
に
於
て
永
遠
の
課
題
X
で
あ
る
。
　
こ
は
理
性
の
限
界
に
位
薦
し
、
し
か
も
其
限
界
た

　
る
や
、
永
遽
に
到
達
し
得
な
い
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
、
或
は
近
づ
く
に
從
っ
て
優
々
蓮
ざ
か
る
ご
云

　
ふ
二
二
に
於
て
ω
§
δ
≦
き
亀
で
は
あ
る
ま
い
。
併
し
思
惟
に
封
要
し
た
も
の
ご
し
て
、
彼
岸
に
認

　
め
・
ら
れ
る
ご
云
ふ
二
言
に
於
て
、
或
意
味
の
毒
露
ロ
を
黙
認
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
寧
ろ
思

　
惟
の
胃
管
に
直
観
を
認
め
、
『
o
σ
q
8
の
年
面
に
号
ω
9
§
律
包
σ
p
お
を
認
め
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
認
識
の

　
基
く
忌
物
其
者
の
根
擦
を
更
に
最
も
具
膣
的
な
る
普
遍
者
に
基
け
る
こ
ご
に
依
っ
て
、
認
識
の
意

　
義
を
爾
一
望
徹
底
的
に
理
解
し
得
る
の
で
は
あ
右
ま
い
か
。
斗
＋
、
＆
警
を
以
て
、
我
の
根
祇
た
る

　
超
個
人
的
自
我
ご
認
め
、
二
五
て
カ
ン
ト
の
物
自
膿
に
外
な
ら
ぬ
ε
解
し
認
識
並
に
實
在
の
基
く

　
最
高
の
根
擦
ご
考
へ
初
め
て
認
識
の
過
程
の
無
限
性
を
理
解
し
得
る
．
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
固

　
－
よ
り
か
く
の
如
き
意
味
の
我
の
統
一
、
前
貸
の
統
一
は
経
験
心
理
學
的
の
我
で
は
な
い
。
素
朴
實

　
在
論
の
假
定
す
る
が
如
き
、
從
っ
て
批
判
主
義
の
絶
世
に
排
斥
せ
ん
こ
す
る
が
如
き
物
干
膿
で
も

　
な
い
。
ナ
ト
ル
プ
の
云
ふ
が
如
き
。
・
欝
嘆
①
≦
p
民
で
は
固
よ
り
な
い
。
そ
は
實
に
ω
o
ま
℃
笹
け
。
囲
志
日
腎

職一
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
に
於
け
ろ
認
識
欝
魏
性
の
問
題
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃
九
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二
〇

で
あ
る
。
　
寓
五
二
毒
⑳
で
あ
る
。
自
尽
性
で
あ
る
。
自
己
の
先
聖
的
統
一
で
あ
る
○
雑
多
の
統
一

で
あ
る
Q
　
べ
川
グ
ソ
ン
の
意
昧
に
於
て
、
塞
間
を
内
含
す
る
時
間
で
あ
る
。

　
か
や
う
な
立
場
か
ら
見
て
最
初
問
題
ε
し
て
興
し
て
澄
い
た
認
識
の
質
料
の
意
義
を
更
に
論

究
し
進
ん
で
先
験
的
演
羅
の
心
置
に
急
ぎ
た
い
ご
思
ふ
。


